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藤原てい女史の講演会にはたくさんの人が詰めかけました。

（2）

子
と
も
た
ち
が
考
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
毒

こ
ん
な
遠
賀
町
母
c
c
な
あ

遠
賀
町
文
化
祭
の
小
中
学
生
作
文
募
集
に
は
、
町
内
の
各
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
一
千
点
を

越
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
〝
こ
れ
か
ら
の
遠
賀
町
〝
　
（
小
学
生
）
　
〝
「
ふ
る
さ
と
」
に

文
化
の
齢
を
広
げ
よ
う
〝
　
（
中
学
生
）
の
統
一
テ
ー
マ
で
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、

夢
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
、
そ
し
て
ま
た
、
現
存
の
町
の
状
況
、
問
題
点
が
鋭
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
作
晶
に
選
ば
れ
た
こ
点
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
遠
賀
町

広
波
小
学
校
五
年

牧
　
迫
　
隆
太
郎

ぱ
く
は
、
遠
賀
町
に
生
ま
れ
ず
っ
と
住
ん
で
い
ま

す
。
遠
賀
町
が
大
好
き
で
す
。
心
の
よ
い
人
た
ち
ば

か
り
で
、
住
み
よ
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
遠
賀

町
の
こ
と
を
考
え
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
頭
に

う
か
び
ま
す
。

初
め
に
、
う
か
ぶ
の
は
、
川
の
こ
と
で
す
。
家
の

近
く
に
あ
る
西
川
は
、
少
し
汚
い
で
す
。
遠
賀
川
も

で
す
。
西
川
に
は
、
今
、
鯉
を
放
流
し
て
い
る
け
れ

ど
汚
い
の
で
あ
ま
り
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
も
う
少
し

き
れ
い
な
用
に
し
だ
い
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ

う
に
、
努
力
し
て
遠
賀
町
民
全
員
で
声
を
か
け
あ
う

と
、
き
っ
と
用
も
き
れ
い
に
な
っ
て
鯉
や
ほ
か
の
魚

も
、
放
流
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
川

を
利
用
し
て
、
プ
ー
ル
や
水
族
館
な
ど
楽
し
い
こ
と

が
で
き
な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

次
に
思
い
つ
く
の
は
、
緑
で
す
。
遠
賀
町
の
縁
は

多
い
と
は
、
言
え
ま
せ
ん
。
町
の
通
り
に
は
、
街
路

じ
ゅ
が
は
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
も
木

が
は
し
い
で
す
。
ど
ん
ぐ
り
な
ど
の
芙
が
な
る
木
が

あ
っ
て
、
秋
に
は
、
色
の
つ
い
た
落
ち
葉
集
め
が
で

き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

遠
賀
町
は
、
農
業
が
少
し
さ
か
ん
で
す
。
農
業
も

今
の
ま
ま
続
け
て
は
し
い
で
す
。
田
ん
ぼ
や
畑
の
あ

る
風
景
が
、
ぼ
く
は
好
き
で
す
。

も
し
、
遠
賀
町
が
東
京
に
あ
る
よ
う
な
、
ド
ー
ム

球
場
で
子
ど
も
が
野
球
が
で
き
た
り
す
る
夢
が
か
な

っ
た
り
し
て
も
、
ぼ
く
は
喜
ば
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
こ
ん
な
所
に
、
そ
ん
な
の
を
建
て
て
も
田

ん
ぼ
や
畑
を
こ
わ
き
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

縁
豊
か
な
、
落
ち
つ
き
の
あ
る
町
が
に
合
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
に
、
遠
賀
町
の
人
口
は
、
も
っ
と
増
え
た

方
が
町
が
生
き
生
き
と
す
る
と
思
い
ま
す
。

十
階
だ
て
ぐ
ら
い
の
ア
パ
ー
ト
を
た
く
さ
ん
建
て

て
、
安
い
家
ち
ん
で
住
ま
わ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
は
し
い
で
す
。

駅
も
も
っ
と
大
き
く
し
て
、
特
急
な
ど
も
止
ま
る

よ
う
に
し
ま
す
。

駅
前
に
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
を
作
っ
て
、
よ
そ

か
ら
人
が
買
い
に
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。
　
　
　
＼

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

三
日
間
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
「
第

十
三
回
遠
賀
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

十
一
日
の
文
化
講
演
会
、
十
二
日
の

子
ど
も
の
つ
ど
い
、
十
三
日
の
芸
能
大

会
な
ど
多
彩
な
催
し
と
、
二
十
四
団
体

五
百
点
を
超
え
る
展
示
作
品
に
、
中
央

公
民
館
周
辺
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
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＼
　
病
院
も
住
宅
の
近
く
に
大
き
く
、
町
立
の
も
の
を

建
て
な
お
し
、
よ
そ
の
病
院
に
行
か
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
し
ま
す
。

子
ど
も
の
喜
ぶ
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
み
た
い
な
も
の

も
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
ぼ
く
達
は
、
小

倉
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ー
ル
に
行
っ
て
い
ま
す
が

遠
賀
町
に
あ
れ
は
い
い
な
あ
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

動
物
を
は
な
し
か
い
に
す
る
動
物
園
も
ほ
し
い
で

す
。
広
渡
小
は
人
数
が
少
な
く
ぼ
く
た
ち
五
年
生
は

一
ク
ラ
ス
な
の
で
島
門
と
合
わ
せ
た
ら
友
だ
ち
が
ふ

え
て
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
空
想
し
て
い
る
と
ほ
ん
と
う
に
で
き
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
が
今
か
ら
が
ん
ば
っ
て
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
、
楽
し
く
住
み
よ
い
、
ど
こ
の
土
地
に
も
負
け

な
い
す
ぼ
ら
し
い
町
に
し
て
行
き
た
い
で
す
。

コ
ふ
る
さ
と
」
に
文
化
の
輪
を

広
げ
よ
う

遠
賀
中
学
校
三
年

田
　
方
　
加
代
美

私
の
住
ん
で
い
る
′
遠
賀
町
〟
に
つ
い
て
、
今
ま

で
一
度
も
深
く
考
え
た
事
が
な
い
の
で
、
今
さ
ら
文

に
表
現
し
ょ
う
と
思
う
と
戸
惑
い
を
感
じ
ま
す
が
、

自
分
な
り
に
考
え
た
事
を
発
表
し
ま
す
。

ま
ず
、
他
の
地
の
人
か
ら
「
遠
賀
町
と
は
？
」
と

尋
ね
ら
れ
た
ら
「
緑
が
多
い
。
」
と
す
ぐ
答
え
ま
す
。

人
工
の
緑
で
は
な
く
、
自
然
の
緑
が
今
で
も
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
植
物
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
せ
る
こ
と
程

人
間
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

つ
く
し
が
生
え
た
り
、
桜
の
花
が
咲
い
た
ら
「
春
が

来
た
な
。
」
と
う
れ
し
く
な
る
し
、
田
ん
ぼ
の
稲
が
黄

金
色
に
な
る
と
「
秋
だ
な
。
」
と
感
じ
る
し
、
季
節
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
学
校
の
行
き
帰

り
や
、
教
室
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
が
、
い
つ
ま
で

も
変
わ
ら
な
い
で
い
て
は
し
い
で
す
。

ま
た
、
遠
賀
町
は
交
通
の
便
が
案
外
良
い
方
な
の

で
、
住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
町
な
ど
と
比

べ
る
と
「
田
舎
だ
な
ぁ
。
」
と
か
思
う
け
ど
、
裏
を
返

せ
ば
ク
環
境
が
良
い
〟
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
遠
賀
町
は
あ
ま
り
有
名
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
特
産
品
等
は
な
い
し
、
目
立
っ
た
催
し
も

の
も
な
い
し
、
遠
賀
に
ま
つ
わ
る
民
話
も
な
い
か
ら

で
す
。
昔
は
、
遠
賀
川
を
五
平
大
船
が
石
炭
を
積
ん

で
渡
っ
て
い
た
け
ど
、
今
で
は
そ
の
面
影
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
。
今
度
、
国
体
の
漕
艇
の
会
場
に
な
る
の
で

も
う
少
し
き
れ
い
に
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
遠
賀
町
は
、
伝
統
的
行
事
と
い
っ
て
も
な
い

し
、
今
ま
で
に
た
い
し
て
大
き
な
行
事
も
な
か
っ
た

の
で
、
人
が
「
あ
っ
。
」
と
驚
く
よ
う
な
企
画
を
立
て

て
は
し
い
で
す
。

例
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
建
て
る
と
か
、
今
あ

る
会
場
な
ど
を
使
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
と
か
、

活
気
を
湧
き
上
が
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
遠
賀
町
は
、
文
化
的
水
準
が
か
な
り
低

い
よ
う
な
の
で
、
も
っ
と
活
気
を
お
ぴ
た
町
づ
く
り

を
し
て
い
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
町
全
体
が

案
外
の
ん
び
り
し
て
い
る
の
で
、
お
年
寄
り
な
ど
に

は
暮
ら
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
達

に
は
退
屈
す
ぎ
ま
す
。

今
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
遠
賀
町
に
人
が
入
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
遠
が
「
遠
賀
町
に
来
て
良
か

っ
た
。
」
　
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
に

な
っ
た
ら
、
遠
賀
町
の
住
人
と
し
て
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
良
い
所
は
、
さ
ら
に
良
く
し
て
、
改
善
す

る
べ
き
こ
と
は
、
早
く
改
善
し
、
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
町
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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の出密

成人式の該当者を調査しています。
町教育委員会では、来年1月15日に行われる成人式の該当者を調査しています。

新成人に該当するのは、昭和43年4月2日から昭和〟年4月1日までに生まれた方です。

この名簿は11月10日現在の住民票をもとに作成していますが、もし、名前が載って

いない方、名前に間違いがある方などがおいでになれば、社会教育係までご連絡ください。

なお、成人式には就学のため遠賀町に住所がない方も参加できます。

英
広雄

満
行

新

冶哲　　愛
美史葉子塵

舛長永
添谷野

豊実栄　　英
美幸子　　信

舛舛卓
添添用

美
久離由
美二組

谷皇宮嘉納高高上石嘉本吉申寺田多曙木上伊池安亀
本町崎台岡島椋　野松府村野村寄中門山鴫原藤尻部央

万兵

晴　夫　副手二美子美　泉享葵藷竺空掌惹墓隆鷲巽

堀立正福石　　　村種苗高田柴佐棒岩石荒
地奨山元松　　上本永井鴫田野鴫本橋III

自営秘浩明　　　京酒質ゆ里和昇昭花
美佳史介子　　　子司介み美徳太次代剛勇

●

申加井新古
村藤上垣賀

直千隆
美徳彦務

八柴如上
木田藤江

由　洲
宗利安

雅征子撃

（4）

●
別
　
府

有
田
　
哲
也

江
頭
美
名
子

浦
川
　
　
誠

田
中
　
　
強

仲
野
　
正
志

花
田
由
美
子

平
田
　
誠
司

藤
田
　
千
穂

森
　
　
重
二

吉
田
　
美
穂

●
千
代
丸

中
尾
　
審
美

藤
崎
　
史
郎

有
田
加
奈
美

小
田
　
光
昭

徳
田
　
陽
子

小
松
原
広
行

延
吉
登
志
夫

林
　
　
哲
史

藤
田
　
里
美

村
井
　
茸
子

吉
川
　
秀
幸

米
丸
　
繍
枝

中
川
　
武
彰

馬
郡
　
掌
典

●
新
　
町

井
口
　
和
英

石
田
　
綾
子

牛
島
　
俊
哉

瓜
生
　
麻
紀

岡
崎
　
　
覚

奥
　
美
登
里

酒
井
　
其
澄

田
郵
久
美
子

樋
口
　
哉
成

●
田
　
圃

高
橋

涌
行

●
鬼
∴
薄

井
口
美
由
紀

太
田
　
康
幸

川
村
　
和
芳

寺
本
　
光
春

葉
　
志
乃
生

薬
　
　
美
和

案
　
美
由
紀

松
尾
美
由
紀

●
尾
　
崎

石
松
ひ
と
み

松
井
　
結
花

渡
造
　
信
吾

井
口
　
忠
良

太
田
　
真
希

清
水
　
勝
幸

松
浦
　
智
里

秦
　
　
和
紀

秦
　
真
由
美

二
村
　
修
介

門
司
　
書
出

高
野
　
栄
二

門
司
　
光
由

松
尾

宮
崎

吉
岡

●
遠
賀
川

井
口

仲
野

永
井

西深
梅

美
子

佳
子

武
志

成
人
式
の

該
当
者
名
簿

●
島
　
津

大
場

●
若
　
松

●
松
ノ
本

税
吉
　
弘
和

江
口
　
弘
美

小
野
　
光
信

柴
田
　
弘
美

白
江
　
明
夫

島
元
　
真
美

田
中
　
秀
親

指
　
　
葉
子

二
宮
　
敏
宣

福
申
由
里
子

藤
井
　
英
典

飯
田
　
知
事

大
井
　
綾
子

佐
々
木
慶
一
郎

下
村
　
裕
美

白
浜
　
弘
子

菅
野
　
孝
治

田
邁
美
代
子

中
島
　
典
子

福
島
良
久
仁

福
馬
　
亮
琵

増
本
　
好
美

水
町
　
悦
子

八
尋
　
恵
子

米
村
久
美
子

低
屋
　
直
美

長
崎
由
紀
夫

縄
手
　
賢
一

平
野
　
　
学

山
下
　
久
美

諸
原
　
博
文

伊
賀
　
敏
子

浦
野
奈
津
子

岡
崎
　
　
雅

奥
山
　
恵
子

片
岸
真
紀
子

田
中
　
洋
史

野
口
美
由
紀

福
永
　
英
二

横
田
　
浩
美

●
旧
　
停

呑
月
　
和
彦

●
広
　
波

江
藤
　
静
枝

新
宿
さ
お
り

原
田
　
洋
子

藤
崎
　
尚
徳

松
本
　
久
宣

水
上
　
美
恵

林
　
　
正
文

田
中
　
　
誠

柴
田
比
佐
恵

畑
瀬
　
恭
子

福
島
美
佳
子

藤
木
　
忌
日

松
本
　
良
夫

吉
永
　
亜
紀

今
田
　
雄
二

中
島
　
章
雄



⑲図書室ニュース

野竹杉小一石
口松　IiI田橋

康利徳弘克仁
之恵男子彰裕

●一般図書i 

武家女夫録　　　　　　　　　　　安西篤子書　講談社 

虹の交響　　　　　　　　　　　高樹のぶ子著　講談社 

黄昏のベルリン　　　　　　　　連載三縄彦著　講談社 

天皇の肖像　　　　　　　　　　多木浩二著　岩波書店 

上海の長い夜（上、下）　　　　　　　鄭念著　原書房 

霧のレクイエム　　　　　　　阿刀田高書　読売新聞社 

凪の光景　　　　　　　　　　佐藤愛子著　朝日新聞社 

老し＼は怖くない　　　　　　　　　三浦朱門書　海竜社 

愛は時代を越えて　　　　　加藤シソエ著　婦人画報社 

会社年鑑　　　　　　　　　　　　　　日本経済新聞社 

黒い空　　　　　　　　　　　松本清張著　朝日新聞社 

花見過ぎたらカキ食うな　　　　　　　　　　沢野勉著 

月官の人（上、下）　　　　　杉本苑子書　朝日新聞社 

老人ボランティア活動入門　　　　巡静一着　川島書店 

ガンになりやすい性格　　　　　中川俊二善　主婦の友社 

生きがい　　　　　　　　　　　　坂上肇書　三笠書房 

小説吉本興業　　　　　　　　　難波利三善　文芸春秋 

西村玲子の12カ月のエプロン　　　西村玲子著　グラフ社 

大国の興亡（上、下）　　　ポールケネディ著　草思社 

あれはブローニュの森　　　　　　笹沢任侠著　集英社 

天使の怒り　　　　　　シドニイシェルダン肴　早lI僧房 

●児童図書 

はだか　　　　　　　　　　　谷Iii俊太能書　筑摩書房 

歴史を旅する絵本　　　　　　　勝俣鎮夫著　岩波書店 

ナオミの道　　　　　　　　ジョイ・コカワ署　小学館 

スッコケ文化祭事件　　　　　　　那須正幹箸　ポプラ社 

若いやつは失礼　　　　　　　　小林道雑著　岩波書店 

タンポポコーヒーは太陽のにおい　　高科正信著　理論社 

おじいちゃんのいもはたけ　　　　　　　芋の会　海鳥社 

おぼえておきたい俳句100　　小林清之介著　あかね書房 

その他多数 

（5）

●
西
　
町

池
永
　
　
恵

向
井
　
史
江

●
虫
生
津

●
浅

石

田

一

恵

古
賀
し
の
ぶ

仲
山
ひ
と
み

丸
山
　
賢
二

毛
利
　
仁
美

毛
利
　
華
子

木
伊
計
　
伸
一

一
団
　
清
治

占
蔀
　
順
二

久
々
原
千
住

竹
下
　
裕
範

仲
野
　
圭
子

田
中
　
里
美

大
川
口
夕
子

津
幡
　
新
司

吉
野
　
　
修

宮
川
麻
里
子

毛
利
　
雅
美

花
田
　
朋
子

●
東
和
苑

井
上
　
健
二

上
田
　
　
浩

金
子
美
智
代

増
田
　
佳
代

坂
田
　
弘
闇

値
本
奈
緒
美

武
宮
　
　
磐

塚
原
　
睦
月

野
村
　
裕
信

漬
村
　
孝
子

尋
木
久
美
子

増

水

一

樹

森
永
　
典
子

山
崎
美
智
子

吉
田
　
千
穂

森
　
　
盛
義

飯
盛
　
美
穂

角
井
　
美
和

上
山
　
優
子

近
藤
　
美
香

熊
村
　
哲
矢

田
中
　
質
一

触
脇
　
麻
美

中
島
　
幸
弘

畑
中
　
　
敬

原
　
美
奈
子

堀
田
　
宏
之

美
野
　
陽
子

山
下
　
　
剛

山
田
　
祐
司

吉
永
　
玲
子

●
木

渡
遣
　
和
義

守
有
害
　
清
文

今
中
　
　
華

上
野
二
九
年

福
田
　
秀
二

村
田
　
黄
土

吉
田
　
　
恵

良
石
井
真
由
美

高
崎
　
弘
美

喜
成
滞
　
　
定

松
永
　
恵
子

●
白
水
寮

吉
永
　
辰
弘

石
井
　
勝
弘

今
永
　
和
洋

田
中
　
誠
次

松
本
　
久
美

村
田
　
孝
子

城
戸
　
　
健

高
崎
　
昭
憲

西
岡
美
由
紀

吉
村
　
宏
之

日
野
　
就
一

2
5
3
人
）



年末年始の交通安全県民運動

∴運動の重点∴
①　飲酒運転の防止

②　富少年の無謀運転の防止

③　子供と高齢者の交通事故防止

④　交通の円滑化の推進

交通事故をなくす福岡県県民運動本部
（福岡県・福岡県警察・市町村・福岡県交通安全協会等）

至言褒

夢雪 ふ く �ん は 　○く； Jc 1書写 　乏 

追。i′吾 曇、シー ア‾、 　ー空士∴ �　7争・ 驚令 

高ノ　′ �－ 

（6）

十
二
月
十
一
日
か
ら
年
末
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
特
に
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
り
、
ま
た
、
交
通
量
も
増
え
て
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

晴
れ
あ
た
る
蜜
の
責
さ
に
椿
の
実

赤
き
が
映
え
て
花
の
如
し
も

あ
ら
革
を
取
り
て
す
が
し
き
庭
の
辺
に

お
し
ろ
い
花
の
ほ
の
か
に
匂
う

散
り
残
る
さ
る
す
べ
り
の
花
揺
ら
し
つ
つ

そ
こ
は
か
と
な
さ
秋
の
風
た
つ

憂
苦
ぐ
る
手
紙
受
け
取
り
し
両
の
手
で

青
く
肪
れ
た
る
空
抱
き
し
め
る

秋
崎
れ
の
朝
の
風
は
快
く

試
歩
す
る
夫
の
後
に
つ
き
ゆ
く

河
中
　
坊
喜
　
選

柴
　
田
　
　
　
房

広
　
田
　
マ
ツ
ヨ

大
　
場
　
房
　
江

高
∴
胎
　
佳
　
子

木
　
原
　
イ
ノ
エ

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
運

花
菩
活
け
た
る
だ
け
の
月
見
か
な

小
　
野
　
多
恵
子

貨
車
二
輌
秋
野
に
牛
の
声
を
曳
く

徳
　
永
　
小
代
手

騎
馬
戦
の
み
ご
と
に
く
ず
れ
天
恵
し

三
　
村
　
妙
　
手

倒
れ
萩
川
辺
へ
く
だ
る
獣
道

末
　
永
　
キ
ミ
枝

聞
き
捨
て
ろ
事
の
身
に
つ
く
秋
の
患
∴

佐
　
忠
　
春
　
子
　
）



広報おんが

ー野外生活の知恵　で謙課業謀臣警察詩竺莞 

サバイバル入991言語言寄謹話詫欝賓禁諸富 
本。野外活動て！使う地図は5万分の1か2万 
5千分の1の地図が便利‾ごす。 
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の等高線を目安にすればわかる。　　る 

図諸宗驚喜器㊧　巌　　つ，′ 
利だよ。　　　　　　　　　　音は、空気中で1　．／ナ鷲 

8cm：4km　　　　　　　　　　20cm：iOkm　　　　　　秒間に約340メート　　　　　′ 

三三　　∴∴∴ 
が聞こえるまでの秒数をはがれは歴巨難がてる。 

2秒カ、カ、れば680メートルといったぐあいだ。 

（7）

I
灯
油
の
取
扱
い
に
注
意
し
よ
う
　
　
－

火
事
の
原
因
は

慣
れ
て
か
ら
く
る
油
断

暖
房
は
冬
の
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
大
切
な
も
の
。
こ
の
季
節
に
な
る

と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
ス
ト
ー
ブ
や
コ

ン
ロ
が
大
活
躍
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
の

燃
料
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
に
灯
油
が
あ
り
ま
す
。
「
灯

油
の
扱
い
は
毎
年
の
こ
と
だ
か
ら
慣
れ

て
い
る
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
の
慣

れ
か
ら
く
る
油
断
か
ら
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
火
災
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
が
原
因
に
よ
る
火
災
が
千
六
百
九
十

五
件
も
あ
り
、
消
防
法
で
は
灯
油
を

「
危
険
物
」
　
と
指
定
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
こ
で
、
危
険
物
で
あ
る
灯
油
の

性
質
を
改
め
て
確
認
し
、
正
し
い
取
り

扱
い
を
心
が
げ
だ
い
も
の
で
す
。

引
火
し
や
す
い

灯
油
の
〝
蒸
気
〝

灯
油
を
は
じ
め
と
す
る
石
油
類
は
、

一
度
火
が
つ
く
と
、
勢
い
よ
く
燃
え
あ

が
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類
か
ら
発

生
す
る
蒸
気
が
空
気
よ
り
重
く
、
床
や

床
下
に
た
ま
り
や
す
い
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
蒸
気
は
一
定
濃
度
以
上
存
在
す

る
と
引
火
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い

貴

顕
攫

る
の
で
、
灯
油
は
火
の
気
の
な
い
、
風

通
し
の
よ
い
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

火
が
つ
い
て
も

水
は
厳
禁

「
水
と
油
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り

灯
油
は
水
よ
り
も
軽
く
、
両
者
が
溶
け

合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
灯
油

が
燃
え
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
「
消
火

の
た
め
」
に
水
を
か
け
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
水
は
火
を
消
す
ど
こ
ろ

か
、
灯
油
を
四
方
に
広
げ
、
火
災
を
大

き
く
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
灯
油
を

使
用
す
る
と
き
は
、
万
一
に
備
え
て
、

消
火
器
具
を
す
ぐ
使
え
る
場
所
に
置
い

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

運
賃
面
消
防
団
で
は
、
十
二
月
二
十

六
日
か
ー
皇
－
一
十
日
ま
で
「
年
末
特
別
警

戒
」
を
行
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
件
数
（
m
月
中
）



侶報バンク

（8）

年
末
調
整
を
お
忘
れ
な
く

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
の

週
不
足
額
を
器
算

現
在
、
わ
が
国
に
は
、
四
千
万
人
を

超
え
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
働
い
て
い
ま

す。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

化
が
あ
っ
た
場
合
、
異
動
申
告
書
の
提

出
が
済
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る。㈲
　
配
偶
者
特
別
皆
除
（
最
高
十
六
万

五
千
円
）
を
受
け
る
た
め
の
「
給
与
所

以
降
年
末
調
整
で
受
け
る
場
合
は
「
年

末
調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
証
明
書
」
と
申
告
書
を
勤
務
先
に
提

出
す
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整
は
事
業

者
の
確
定
申
告
に
相
当
す
る
も
の
で

す
。
間
違
う
と
翌
年
確
定
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
か
ら
、
正
確
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
合
は

確
定
申
告
を

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
正
規
の
年
税
額
は
、

周
年
の
中
途
で
結
婚
や
出
産

な
ど
に
よ
っ
て
挟
護
親
族
の

数
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る

㈲
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険

料
の
控
除
な
ど
は
源
泉
徴
収

の
と
き
に
は
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

調
整
で
そ
の
年
の
納
税
が
完

了
す
る
の
で
、
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
給
与
の
年
収
が
千
五
百

万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
合
計
二
十
万
円
を
超
え

る
人
な
ど
は
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
の
義
務

は
な
く
て
も
、
ロ
ー
ン
で
マ

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
の
給
料
が

支
払
わ
れ
る
と
き
に
、
過
不
足
額
の
精

算
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
年
末
調
整

です。
扶
養
親
族
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど

年
末
調
整
を
受
け
る
と
き
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

用
　
こ
の
一
年
間
に
結
婚
や
出
産
、
就

職
な
ど
に
よ
っ
て
扶
養
親
族
の
数
に
変

得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
」
を

勤
務
先
に
提
出
す
る
。

（
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
人
の
所
得
の
種
類
や
、
そ
の
人
が
控

除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
で
あ
る
か
ど

う
か
の
区
分
に
応
じ
て
控
除
額
が
調
整

さ
れ
ま
す
。

㈲
　
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け

る
た
め
の
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
を

勤
務
先
に
経
出
す
る
。

㈲
　
住
宅
取
得
等
特
別
整
除
を
二
年
目

イ
ホ
ー
ム
を
買
っ
た
人
や
多

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
麗
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

若
松
税
務
署
所
得
税
係
へ

＄

（

1

6

1

）

2

5

3

6

季
節の

窓

年
末
を
控
え
て
手
帳
売
り
場
が
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
英
米
独
仏
な
ど

各
国
か
ら
の
輸
入
物
も
あ
り
ま
す
。

外
国
品
で
は
、
日
本
の
祝
日
が
わ
か

ら
な
く
て
困
る
と
思
い
ま
す
が
、
日

た
特
製
品
で
す
が
、
普
通
の
も
の
で

も
、
一
万
円
以
上
の
も
の
が
目
立
ち

ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
新
顔
は
種
子
式
の

手
帳
。
漢
字
で
メ
モ
善
さ
が
で
き
、

百
年
以
上
先
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
、
千
五
百
人
分
の
砥
話
番
号
を
記

憶
す
る
な
ど
の
機
能
を
持
っ
た
も
の

も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
声
で
記
憶

す
る
箇
子
式
の
手
嬢
も
あ
り
ま
す
。

手
帳
の
世
界
も
様
変
わ
り
で
す
ね
。

本
向
け
に
ち
ゃ
ん
と
入
っ
て

い
る
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
な
い
も
の
に
は
、
祝

日
な
ど
の
シ
ー
ル
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
の
流
行
は
シ
ス
テ
ム

式
手
帳
。
バ
イ
ン
ダ
ー
に
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ア
ド
レ
ス
、

カ
ー
ド
入
れ
な
ど
何
で
も
パ

帳手

ッ
ケ
ー
ジ
し
た
部
厚
い
手
帳

で
、
こ
れ
も
輸
入
品
や
国
産

が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。
な
か
に

は
十
五
万
円
も
す
る
の
が
あ
っ
て
び

っ
く
り
。
こ
れ
は
高
級
な
革
を
使
っ

最
近
は
子
供
や
主
婦
も
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
り
そ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
年
末
年
始
に
は

章
故
や
犯
罪
、
特
に
金
融
機

関
関
係
の
犯
罪
が
増
加
し
ま

す
。
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

を
利
用
す
る
時
に
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
注
憲
し
ま
し

よ
，
’
。

章
お
金
を
お
ろ
し
て
金
融
機
関
か
ら

出
た
と
き
、
後
を
追
っ
て
来
て
「
支

払
い
を
聞
違
え
ま
し
た
」
な
ど
と
声

を
か
け
ら
れ
て
も
信
用
し
な
い
。
そ

の
場
合
は
窓
口
に
戻
っ
て
確
認
す

る
。
　
青
銀
行
な
ど
に
行
く
時
に
は

な
る
べ
く
一
人
で
な
く
複
数
で
。

章
大
金
は
持
ち
歩
か
な
い
。
お
金
を

引
き
出
し
た
ら
寄
り
道
し
な
い
で
帰

る。
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厨式テニス大会
10月23日　総合運動公園テニスコート

億　鱒
●男手シングルス　井村∴巣記
●男子ダブルス　　井村∴米語、菅野　利彦
●女子ダブルス　　池田　春美、松尾みよ子
●混合ダブルス　　白石　光彦、白石美穂子

少年武道大会
11月6日、遠賀部内や中同市、八幡西区などからの招待チー

ムを交じえて各会場で熱戦を繰り広げました。

G重量）浅木小学校

●小1年の部　　　　　　3　位　森　　達郎
優　勝∴高崎　智者　●小5年の鶴
準優勝　平田　龍有　　優　勝　牧迫隆太郎
3　位　古橋　明大　　3　位　高崎　洋介

●小2年の田　　　　　●小6年の廓

優　勝　森　　俊雄　　優　勝∴地居候一郎
●小3年の館　　　　　　準優勝　森　　哲郎
優∴騰∴牧近大二蝕　　3　位∴鈴木　踊鷹
準優勝　菅原　光貴　●中1年の部

●小4年のl弧　　　　　　準優勝　中司　雅信

〈団体戦〉
●小学生の龍

優　勝　遠賀A
準優勝　遠賀B
3　位　遠賀C

●中学生の髄
準優勝　遠賀南中A

〈個人戦〉
●幼年の穏

優　勝　平田　鷹司　　優　勝　筋田　宗鑑　●中2年の部
準優勝　高崎　紘臣　　準優勝∴松井　孝行　　優∴勝　高崎　新一

（垂直）勤労者体育センター
一m「　書籍嘉の龍

隻大会　　　準優勝　田上一平、徳王太郎

安高亮．石井利明、察勝彦
●中学生女子の鶴

優∴勝　葉木智恵、売木陽子
畑生麻希子

〈個人戦〉
●小学生女子低学年のl連

3　位　正司　素子
●小学生女子高学年の部

準優勝　西　佐知子

章
遠賀町チームは三連覇を達成　●中学生女子の鶴

準優勝　畑生麻恭子

九州ママさんバレーボール優勝大会
遠賀北クラブ準優勝′

11月11日と12日の両日、沖粥県の那覇市

民体育館で行われた「第14回九州ママさん
バレーボール優勝大会」の25歳以上の部に、i王事筆

福岡県代表として出場した遠賀北クラブが、志‾
準優勝を果たしました。

1回戦、2回戦と順調に勝ち進んだ遠賀
北クラブは、決勝戦で昨年の優勝チーム、
強寂熊本県御船クラブと対戦、2－0（21－
15・21－13）で惜しくも準優勝となりました。

決勝戦のもようはテレビでも放映され、
テレビの前に釘づけになった方も多かった
のではないでしょうか。

（9）

遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ

作

　

品

　

展

公
民
館
静
座
「
写
真
教
室
」
の
卒
業

生
が
集
ま
っ
て
「
遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
ま
だ
写
真
を
始
め

て
日
が
浅
い
初
心
者
ば
か
り
の
集
ま
り

です。今
回
が
初
め
て
の
写
真
展
で
す
が
、

ク
ラ
ブ
貝
一
同
、
「
力
作
」
を
揃
え
て

み
な
さ
ん
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
●
日
　
時
　
1
2
月
地
目
（
水
）

～
1
8
日
（
日
）

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
は

松
ノ
本
　
山
埼
　
昭
へ

8

（

2

9

3

）

3

9

8

1

た
だ
い
ま
新
会
員
募
集
中
で
す
。

盛
期

福
岡
県
婦
人
緋
築
援
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術
　
諮
　
習
　
会

●
羽
　
目
　
販
売
事
務
・
手
指
P
O
P

●
期
　
日
　
昭
和
餌
年
1
月
お
目
か
ら

3
月
鳩
目
ま
で
の
2
1
日
間

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

●
時
　
間
　
m
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
中
闇
市
働
く
婦
人
の
家

●
定
　
員
　
如
人

●
受
持
料
　
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
は

受
識
者
負
担

●
申
込
方
法
　
1
2
月
1
9
日
・
如
日
の
両

日
9
時
～
1
7
時
に
寓
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
時
に
面
接
日
を
指
定
し

面
接
後
選
考
し
ま
す
。

●
中
込
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
へ

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号

禽

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

ご
能
力
を
お
願
い
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
と

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

十
二
月
三
十
一
日
を
基
準
日
と
し
て
、

工
業
統
計
調
査
と
石
油
等
消
費
構
造
統

計
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造
業
の

状
況
を
知
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、
よ
り
良
い

国
民
生
活
を
め
ざ
す
い
ろ
い
ろ
な
事
業

計
画
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は

十
二
月
の
中
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た

調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
に
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
頭
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
柄

は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
う
も

の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
産
業
課
農
政
商
工
係
へ

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4
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料　　持　　内揚時期
参

金　　品　　容所同　日

テレホンサービス
℡【鵠割531－8181
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●時間は朝10時～翌日の朝10時

までが同じ内容です。
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≡
婦
諾
大
陸
院
諾
…

田
中
達
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
外
陰
部

の
澤
み
や
縮
み
を
伴
う
症
状
は
、
小
児

に
も
度
々
み
ら
れ
ま
す
。
主
に
砂
遊
び

な
ど
で
汚
染
さ
れ
た
手
で
外
陰
部
を
触

る
た
め
に
起
き
、
発
赤
、
睡
股
が
み
ら

れ
、
梓
み
と
痛
み
を
訴
え
ま
す
。
ま
た

尿
も
近
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
も

ト
リ
コ
モ
ナ
ス
原
虫
が
多
く
発
見
さ
れ

ま
す
。
一
見
、
顔
の
蒼
白
な
偏
食
の
強

い
小
児
が
罷
り
や
す
い
よ
う
で
す
。
治

旗
に
は
、
病
原
菌
を
殺
す
軟
膏
が
使
わ

れ
ま
す
。
ま
た
予
防
に
は
、
砂
遊
び
な

ど
の
後
に
は
よ
く
手
を
洗
い
、
下
着
を

清
潔
に
し
、
食
生
活
に
気
を
つ
け
ろ
こ

と
が
大
切
で
す
。

お
年
寄
り
に
も
外
陰
部
の
不
快
感
を

訴
え
る
人
が
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
。

検
査
の
た
め
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
原
虫
や
ガ

ン
ヂ
タ
菌
を
培
養
し
て
も
、
発
見
率
は

低
く
、
そ
の
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

前
に
も
述
べ
た
病
原
菌
を
殺
す
軟
膏
や

座
薬
を
与
え
る
と
、
す
ぐ
に
症
状
は
軽

る
と
い
う
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

糖
尿
病
、
腎
臓
疾
患
、
膀
胱
炎
な
ど

の
と
き
は
、
攫
炎
、
外
陰
炎
を
合
併
す

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
膀
胱
、
尿

道
ロ
、
外
陰
部
と
肛
門
は
隣
接
す
る
た

め
に
病
気
が
移
行
し
や
す
い
の
で
す
。

ど
ち
ら
に
も
衛
生
に
気
を
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
先
ず
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
前
か
ら
後
へ
と
使
い
ま
す
。
そ

の
反
対
は
不
潔
な
も
の
を
膣
口
や
尿
道

口
に
押
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
で
洗
浄
器
を
買
っ
て
膣
や
外

陰
部
を
洗
浄
さ
れ
ろ
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
百
害
あ
っ
て
一
利

な
し
と
い
え
ま
す
。

●
絹
　
日
　
1
2
月
鎗
日
（
木
）

●
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
幻
カ
月
～
躯
カ
月
児

●
指
診
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
態

●
料
　
金
　
無
料

4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼
児
は
、
二
種
混

合
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

1
2
月
鉛
白
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

無
料

く
な
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
根
治
は
し

ま
せ
ん
。
閉
経
す
る
と
卵
巣
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
が
低
下
し
、
外
陰
部
の
脂
肪
は

無
く
な
り
、
さ
ら
に
皮
膚
は
薄
く
な
っ

て
い
ま
す
。
膣
の
自
浄
作
用
が
弱
く
な

り
感
染
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
根
本
的
に
は
老
化
現
象
と
関

係
が
深
い
の
で
、
健
や
か
に
老
化
さ
せ


